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（単位：円）

今後の方向性

①木曽管内観光地の宿泊施設等や県外県人会、県外事務所への配布
②就農相談会、就農相談での活用
②動画サイト等への就農ＰＲ動画掲載（4月木曽広域ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ自主番組表での放映予定）
③移住等、関係機関のH.Pへのリンク設定
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事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

・就農相談会での動画、リーフレット使用１回

（今後の活用予定）
  ・4/10ＪＡ木曽野菜部会総会や4/13ＪＡ木曽和牛
   生産部会総会で上映予定
  ・4月木曽広域ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ自主番組表で放映予定

・従前は、就農相談時に木曽地域の概
要を説明する独自の資料がなかった
が、動画、リーフレットを作成すること
で、客観的に地域を理解してもらえる素
材を準備することができた。
・3/18木曽青峰高校就農説明会時（60
名）に配布、ＰＲした。

合　　　　　　計 528,120

ＰＲ動画制作委託 459,000 ３分動画（委託先：㈱アイモ）

就農促進PRリーフレット制作 ＰＲリーフレット制作委託 69,120 1,000部（委託先：木曽オールプリント㈱）

成果目標
（成果指標）

①就農相談会での就農ＰＲ動画使用３回
②動画サイトへの就農PR動画掲載
③就農相談会での就農ＰＲリーフレット配布３回
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事業を構成する細事業名等 実施内容 実績額 備考

就農促進PR動画制作
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目 的
（目指す姿）

就農促進ＰＲ動画及びリーフレットを制作して就農促進ＰＲイベント等において動画上映、配布
し、木曽地域の農業の担い手確保を図る。

現 状 と
課 題

　管内農家の平均年齢は69.9歳で、県平均を2.0歳上回り高齢化が他の地域に比べて高い。 一
戸あたり経営耕地面積は53.4aと県平均の80%で、耕地の大部分は標高320ｍから1,300ｍの標
高差のある狭隘な谷地にある。こうした条件のなか、毎年1～２人の新規就農があるが、木曽地
域の農業振興のためには、より多くの新規就農者の確保が必要である。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

  木曽地域の特徴的な農作物・畜産の農作業風景や木曽地域の景観、地域の特徴等を取り入
れた動画及びリーフレットを制作し、就農相談会や就農促進ＰＲイベント、来庁時の就農相談等
で活用する。
  これらのPR素材を活用して、木曽地域の農業の魅力を発信し、木曽地域への新規就農者の
確保に向けた取組の一助とする。

事業期間 平成30年９月 平成31年３月

実 施 機 関 木曽地域振興局農政課 担
当
課

農政課

事 業 名 木曽農業担い手確保対策事業
（0264）25-2220

kisochi-nosei@pref.nagano.lg.jp
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